
○効果的な地域連携のための計画アイデア 

 効果的な地域連携は、単なる奉仕活動の実施にとどまらず、地域社会の課題解決に貢献し、その結果として地域になく

てはならない存在となる ことを目指して計画されるべきです。 

 以下に、計画の立案、実施、および資源調達のフェーズに分けて、具体的なアイデアを挙げます。 

 

1. 計画立案の初期段階（地域調査と目標設定） 

効果的な連携の計画は、まず自分たちが活動する地域を深く理解し、具体的な目標を設定することから始まります。 

計画アイデア 詳細な行動と目的 

地域調査と仲間づくり 

（まずやってみること） 

地域を調べる、地域に会いに⾏く、そして地域に仲間を得ることから始めます。これにより、地域

社会の重要な環境や課題を把握できます。 

社会課題の特定と貢献

目標の設定 

地域社会における重要な課題は何か（重要な社会的な環境は何か）を認識し、その上で「誰に

どんな変化を生み出したいか」を明確にします。この目標設定は、スカウトの成⻑、指導者の負

担軽減、地域への貢献 の視点から問われるべきです。 

団体内の意識改革 
団の関係者が、閉じた組織では持続可能な活動が出来ないことに気づき、地域社会との共存が

必要であるという認識を持てるように促します。 

連携チャネルの多角化 

大人の目線だけでなく子どもの目線も考慮しつつ、様々なコミュニティへ顔を出し、行政（生涯学

習課、障害課、児童青少年課など）、商店街組合、自治会、地域の奉仕団体 など、多様な団体

との繋がり（チャネル）を作ります。 

 

2. 活動設計と実施のアイデア（課題解決と連携の活用） 

 地域連携を深めるためには、団体の特性（スカウト活動のスキル）を活かし、地域の「困りごと」の解決に貢献する活動を

継続的に行うことが重要です。 

計画アイデア 詳細な行動と目的 

地域社会の公的機関と

の関係強化 

地域の消防署、警察署、図書館などの公共施設をマップで確認し、スカウトと共に訪ねて業務内

容を理解するとともに、団の存在を知ってもらいます。また、団本部で有事があった際の協力関

係を話し合うなど、災害時シミュレーションを行います。 

スカウトのスキルを活か

した活動の提供 

ボーイスカウトらしい方法で活動を企画します。例えば、地元の名所ハイキングコースを設定し地

図を作成する、地域の食材を使った野外料理のレシピを考案し実際に料理を味わってもらう な

ど、スカウト活動のスキルを活かします。 

地域貢献と社会性涵養

を両立する活動 

模擬店を出店する場合、接客やお金のやり取りなど、スカウトができる活動をさせることで、社会

性を養います。また、募金活動の際には、声を出すように指導することで自信を持たせ、社会の

人々から認識してもらう機会とします。 

地域との継続的な共創

イベントの実施 

地域に根差したお祭りや行事（神輿担ぎなど） への参加に加え、地域との継続的な連携を保て

るような活動 や、地域全員が参加できるイベントの企画 を目指します。 

市民活動の広報大使

活動 

市長などから市の広報大使を依頼されたと想定し、班で地域のテーマ（名所、自然、特産品、文

化、施設など）を決め、ボーイスカウトらしく発表する活動を計画します。 

 

  



3. 認知度向上と資源調達（資金・協力の獲得） 

地域連携の成果を持続可能にするためには、活動の成果を発信し、資金や協力といったリソースを外部から調達すること

が不可欠です。 

計画アイデア 詳細な行動と目的 

露出機会の最

大化（「見せる」

活動） 

地域に見てもらえる場所へ出る機会を探し、制服で活動している姿を地域の方に見てもらうことが必要で

す。具体的な計画として、地域の防災訓練への参加（運営側への声掛けも含む） や、市民マラソンや花

火大会での奉仕活動 などを継続します。 

外部リソースを

活用した PR戦

略 

団のウェブサイトや SNSを活用して活動を PR し、メディア掲載による拡散も目指します。また、スポーツ

ショップや小児科など、親世代（30～40代）に情報が届く場所に体験会のチラシを定期的に置くことも有

効です。 

地域参加型ファ

ンドレイジング

の導入 

イオンの黄色いレシートキャンペーン などを活用します。これは、自分の買い物で誰かを幸せにする仕

組み であり、地域住民に団の活動を知ってもらい、支援投票を通じて「支える」という活動に参画しても

らう機会を提供します。 

助成金獲得を

通じた「連携の

証」の確保 

助成金の獲得は、団体の活動に第三者機関が「お墨付け」を与えた証しとなります。助成金申請に際し

ては、一定の期間で成果が出るか（ビジョン・ミッション）、「なぜ、今、必要なのか」（新たな試みがある

か）、そして受益者だけでなく、地域や社会にどんな影響を与えるか（影響の範囲） を明確にすることが

重要です。 

地元議員との

連携 

県議会議員や市議会議員は地域と密接に活動しているため、そういった方に地域との橋渡しをお願い

することも有効な手段となり得ます。 

これらの計画は、地域社会の幸福に寄与し、「人と地球によりよい未来を」 つくるための団体の活動を、地域に浸透させ、

組織の拡充に繋げる ことを可能にします。 

--------------------------------------------------------------------------------  

計画立案のアナロジー 

効果的な地域連携のための計画は、畑を耕す作業に似ています。まず地域を調べ（土壌調査）、地域に会いに行く（種ま

き）ことで、活動の土台を築きます。そして、自分たちの持つ資源（スカウトのスキルや奉仕精神）を活かして、地域の課題

という作物を育てる手伝いをします。この貢献活動の姿を継続的に地域に見せる（収穫を披露する）ことで、信頼という名

の肥沃な土壌 ができあがり、協力や支援（助成金や入団者）という果実が得られるようになります。 

 

 


